
  大分大学医学部附属病院 

医療従事者の負担軽減及び処遇の改善について 
 

当院では医療従事者の負担軽減及び処遇改善のため、下記項目に係る

目標・計画を策定し、各部署において実効性のある取り組みを継続的に

行っております。 

 

＜令和７年（２０２５年）度＞ 

病院勤務医の負担軽減及び処遇の改善に資する計画 

１．交代制勤務体制の導入 １１．看護師による静脈注射の実施 

２．新たな雇用形態の策定 １２．医療機器の中央管理 

３．手当の新設 １３．放射線部門の強化 

４．産休・育休制度の充実 １４．臨床検査部門の取り組み 

５．育児・介護のための短時間勤務制度の導入 １５．薬剤管理業務の充実 

６．院内保育園の充実 １６．医師事務作業補助者の配置 

７．病児保育室設置 １７．外来縮小の取り組み 

８．勤務間インターバルの確保 １８．女性医師復職支援の取り組み 

９．予定手術前日の勤務に対する配慮 １９．タスクシフティング（業務移管）の推進 

１０．当直翌日の業務内容に対する配慮 ２０．ICT導入による情報共有 

 ２１．病院情報管理システムの機能改善 

 

看護職員の負担軽減及び処遇の改善に資する計画 

１．産休・育休制度の充実 

２．育児・介護のための短時間勤務制度の導入 

３．院内保育園の充実 

４．病児保育室設置 

５．クラーク・看護助手の配置 

６．外来縮小の取り組み 

７．新たな給与体系 

８．ICT導入による情報共有 

９．病院情報管理システムの機能改善 

１０．薬剤関連の業務移行 

１１．認定看護師等の増員 

 


